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　「スタインウェイ・アーティスト」の称号を与えられている田尻洋

一氏と、ヴァイオリンの渡辺基一氏、チェロの長明康郎氏のトリオコ

ンサートが文化の日の１１月３日、市文化体育館で開かれました。



犠牲者に黙祷を捧げる参加者の皆さん犠牲者に黙祷を捧げる参加者の皆さん

被災写真に見入る来場者の皆さん被災写真に見入る来場者の皆さん

防災用品も展示されました防災用品も展示されました

記帳所も設けられました記帳所も設けられました
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淡
路
島
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
か
ら
一
年
を
迎
え
た
十
月
二
十
日
、
市
文

化
体
育
館
で
洲
本
市
連
合
町
内
会
と
市
の
共
催
で
防
災
講
演
会
「
安
全
・
安
心
な
洲
本
づ
く
り
」
が
開
か

れ
、
市
民
約
三
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
会
場
に
は
記
帳
所
の
設
置
や
防
災
用
品
や
台
風
二
十
三
号
に
よ
る
被
災
状
況
や
復
旧
活
動
に
取
り

組
む
様
子
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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防
災
講
演
会
で
は
開
会
あ
い

さ
つ
な
ど
の
後
、
ま
ず
参
加
者

全
員
で
、
台
風
二
十
三
号
被
害

で
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
、
続
い
て
、
柳

市
長
が
「
今
後
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
　
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え

っ
て
」
と
題
し
て
、
当
時
の
災

害
状
況
や
被
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
を

振
り
返
り
「
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
の
方
法
を
反
省
し
、
今
後

は
民
間
も
含
め
た
緊
急
避
難
所

の
充
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

入
れ
体
制
の
整
備
、
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
京
都
大
学
防
災
研

究
所
流
域
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー

の
中
川
一
教
授
が
、
「
水
害
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
対
応
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
川
教
授
は
、

「
最
近
な
ぜ
水
害
が
多
発
す
る

の
か
」
と
し
て
、

▽
水
害
の
危
険
性
が
高
い
低
平

地
に
都
市
が
立
地

▽
下
水
道
や
河
川
整
備
の
遅
れ

▽
地
盤
沈
下

▽
豪
雨
発
生
頻
度
の
増
加
と
激

甚
化

▽
都
市
構
造
の
複
雑
化

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
過
去
の
災
害
を
事

例
に
住
民
が
と
っ
た
行
動
の
分

析
結
果
」
と
し
て
、

▽
こ
れ
ま
で
の
軽
い
浸
水
被
害

の
経
験
な
ど
が
避
難
行
動
を
阻

害
し
た
り
、
行
政
の
情
報
を
的

確
に
判
断
す
る
妨
げ
に
な
っ
た

例
も
あ
る
。

と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
教
訓
に

し
て
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
防
災

地
図
）
を
生
か
す
に
は
」
で
は
、

▽
町
内
会
や
消
防
団
の
人
が
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
解
説
し
、

み
ん
な
が
マ
ッ
プ
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
。

▽
住
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

▽
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
こ
れ
に
参
加

す
る
こ
と
。
参
加
し
て
、
初
め

て
気
づ
く
こ
と
も
多
い
は
ず
。

マ
ッ
プ
や
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

に
不
備
や
問
題
点
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
川
添
孝
史
連
合

町
内
会
長
の
講
師
へ
の
謝
辞
と

閉
会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し

た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力

の

ア

ッ

プ

を

災
害
時
の
応
急
対
策
を
速
や
か
に

洲
本
建
設
業
組
合
と
協
定

　
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
被
害

か
ら
市
内
の
各
町
内
会
な
ど
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
お
互

い
に
助
け
合
お
う
と
研
修
会
な

ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
は
、
十
月
三
十
一
日
に

仲
山
水
町
内
会
で
行
わ
れ
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
講
習
会
）
。

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
で
道
路
や
河
川
な
ど
公
共

土
木
施
設
に
災
害
が
発
生
、
ま

た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
対
応

し
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
市
と
洲

本
建
設
業
組
合
が
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
協
定
で
は
同
組
合
が
、
河
川

堤
防
の
決
壊
防
止
や
、
道
路
の

土
砂
や
倒
木
の
撤
去
作
業
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
洲
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

創
立
四
十
五
周
年
を
記
念
し
て

本
市
に
防
災
用
備
品
を
寄
贈
し

て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
大
被

害
を
教
訓
に
災
害
に
備
え
て
も

ら
お
う
と
、
避
難
所
に
常
設
す

る
強
力
ラ
イ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
拡

声
器
な
ど
を
贈
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

洲
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
防
災
用
備
品
を
寄
贈

道路や河川、農地などの
復旧工事の進捗状況は、次のとおりです。
◆公共土木 （１０月３１日現在）

区　分

道　路

河　川

橋　梁

合　計

事業箇所数

　１７０

　　４５

　　１１

　２２６

設計書作成済
（入札含）数

　  １６４

　　  ４５

　　  　７

　  ２１６

進捗率 (     )

  96.47

100.00

  63.64

  95.58

パー
セント

◆農林土木 （１０月３１日現在）

区　分

農　地

施設等

合　計

事業箇所数

　７１３

　６８９

　1,402

設計書作成済
（入札含）数

　  ６２０

　  ６０８

 １,２２８

進捗率(     )

   86.96

　88.24

　87.59

パー
セント

こ
の
経
験
を
未
来
に
生
か
そ
う
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夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

　
洲
本
市
で
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を

図
ろ
う
と
、
来
年
四
月
か
ら
新

し
い
ご
み
の
分
別
収
集
制
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
四
月
〜
九

月
末
ま
で
は
全
面
試
行
、
十
月

か
ら
本
格
実
施
）
。

　
新
し
い
制
度
は
、
指
定
ご
み

袋
を
有
料
と
す
る
代
わ
り
に
、

家
庭
か
ら
出
る
資
源
ご
み
な
ど

を
十
七
種
類
に
分
別
し
、
地
域

内
に
設
け
ら
れ
た
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
持
ち
込
め
ば
、
無
料

で
回
収
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

市
で
は
、
ご
み
の
分
別
方
法
を

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
「
ご

み
分
別
の
手
引
書
・
ご
み
辞
典

（
仮
称
）
」
を
作
成
し
、
来
年

二
月
ご
ろ
に
各
家
庭
へ
配
布
す

る
予
定
で
す
。

　
来
年
四
月
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
本
年
十
月
か
ら
八
町
内
会

で
モ
デ
ル
実
施
が
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
大
型
ご
み
と
紙
類

の
二
種
類
で
す
。

◆
大
型
ご
み
と
は
・
・
・

　
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大

き
な
も
の
が
、
「
大
型
ご
み
」

と
な
り
ま
す
。

◆
大
型
ご
み
の
回
収
は
毎
月
一

回
に

　
新
し
い
ご
み
収
集
制
度
が
始

ま
る
来
年
四
月
か
ら
は
、
大
型

ご
み
は
毎
月
一
回
、
第
三
週
目

の
指
定
日
に
回
収
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
春
と
秋
（
年
末
）
の
大

掃
除
は
、
本
年
十
一
月
か
ら
実

施
す
る
年
末
の
大
掃
除
が
最
後

と
な
り
ま
す
。

◆
自
分
の
買
い
物
か
ご
な
ど
を

　
持
参
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

　
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
詰
め
替
え
商
品
な
ど
を
利
用

　
し
て
、
容
器
ご
み
を
だ
さ
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ

　
う
。

◆
必
要
な
も
の
（
量
）
だ
け
買

　
い
ま
し
ょ
う
。

◆
な
る
べ
く
簡
易
包
装
の
も
の

　
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に

市内八
町内会

大
型
ご
み
可
燃
・
不
燃
分
類
表

５０音別
あ

い

う
え
お

か

き

く

け

こ

品名
編み機
アルミサッシ
アンテナ
衣装ケース
いす
一輪車
乳母車
エレクトーン
オイルヒーター
オルガン
カーペット
ガステーブル
ガスレンジ
カラオケセット
乾燥機
キッチンワゴン
脚立
鏡台
車いす
くわ
げた箱
健康器具
こたつ本体
こたつ天板

５０音別
こ
さ

し

す

せ

そ

た

品名
米びつ 
三脚
三輪車
自転車
シャベル
シャンデリア
じゅうたん
障子
食器洗い機
食器棚
スキー板ストック
スチール家具
ステレオ
ストーブ
スノーボード
すのこ
スピーカー
ズボンプレッサー
扇風機
洗面台
掃除機
ソファー※
竹ぼうき
畳

５０音別
た
つ

て

と

ふ

へ

ほ
ま

み
も
よ
れ
ろ

品名
たんす
ついたて
机 
テーブル
テレビ台
電気カーペット
電子レンジ
トタン
ドレッサー
ファンヒーター
ふすま
布団
ブラインド
プリンター
ベッド
ベニヤ板
本棚
マッサージ機
マットレス※
ミシン
物干し竿・台
洋服だんす
レンジ台
ロールカーテン

　　　　　は可燃

　表の可燃と不燃の

区別は、一般的なも

のとして区別してい

ます。例えば、いす

は可燃としています

が、金属製のものは

不燃となります。表

にないものや判断の

つきにくいものは環

境整備課（1２２・

３３２１）へお問い

合わせください。

※スプリング入は、

　持ち込みできませ

　ん。

▽
▽

紙類と大型ごみについて、地域での回収が始まりました。紙類と大型ごみについて、地域での回収が始まりました。
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本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

・スプレー缶などは、完全に使い切りガス抜きをして出
　して下さい。
・石油ストーブは、灯油を完全に使い切ってから出して
　下さい。
・カセットコンロは、電池を抜くなど発火装置を壊して
　から出して下さい。
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３
３２１内線３４３）へ。

事故防止にご協力を！事故防止にご協力を！事故防止にご協力を！

詳しい日程はチラシをご覧ください
次のごみは、収集できません

　エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の家電４品目（家　
電４品目は小売店へ引き渡してください。）
　事業系ごみ（商店、事業所、工場などのごみ）
　一時多量のごみ（引越しなどのごみは臨時の有料収集　
をご利用ください）
　危険物（爆発・火災発生や作業に危険なもの）ガソリン、
　消火器、バッテリー、農薬など
　処理困難物（収集処理の困難な物）タイヤ、農機具、　
建築廃材、焼却灰など
※危険物や処理困難物を廃棄するときは、販売店や専門　
業者にご相談下さい。
　ＰＣリサイクルマークつきパソコン（メーカーへ連絡　
ください）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▼

　淡路島テレビジョンでは、「こんにちは！市長の柳です」

と題して、柳市長からのメッセージを毎週金曜日にケーブ

ルテレビで放送しています（洲本市のホームページでも見

ることができます）。

　市では、このコーナーで市長に語ってもらいたい内容を

募集しています。市政に関すること、市長が考えているこ

となどで知りたいことや聞きたいことがありましたら、市

情報政策課（1２２・３３２１）までお願いします。

◆と　　き　　平成１８年１月２４日（火）まで。
◆開館時間　　午前１０時～午後５時
　　　　　　　（入館は午後４時３０分まで）
◆と こ ろ　　ウェルネスパーク五色「菜の花ホール」
　　　　　　　（津名郡五色町都志）
◆休 館 日　　不定休
◆主　　催　　五色町、五色町教育委員会、7五色町ふる
　　　　　　　さと振興公社
◆後　　援　　三島博士顕彰会
◆協　　力　　特許庁

◆入 館 料　　洲本市在住の小・中学生は無料、それ以外の
　　　　　　　洲本の人は２００円。
　　確認のため身分証（免許証など）の提示か、芳名帳の
　ご記入をお願いいたします。
　（来年2月11日の市町合併を控え、五色町と洲本市の住民
　が互いの歴史や地域文化に親しみ交流を深めることで、
　新しいまちづくり、ひとづくりを行うという目的からの
　措置とします）
　詳しくは、五色町教育委員会社会教育課（1３３・１９
２９）へ。

▼

　被災者生活再建支援制度の「生活関係経費」の申請期限は１１月１９日です。まだ申請されていない人や、支給限度額

に達していない人はお急ぎください（ただし、１９日は土曜日のため、申請期限は１１月２１日とします）。

　なお、生活関係経費をすでに概算申請で支給を受けられた人で、対象用品などを購入しているにもかかわらずまだ使途

実績の報告を済ましてない人は、急いで報告をしてください。

　詳しくは、洲本市健康福祉館内介護福祉課（1２２・９３３３）へ。▼



予約特価9.975円（税込）
＜平成18年2月末日まで＞
定価11.550円（税込）

保存版

３
大
特
色

淡路島の移り変わりがひと目でわかる今昔対比の大型豪華写真集の登場です！

淡路島今昔写真集 １５００部限定出版で
再販増刷ありません

①未公開写真中心に350点もの懐かしい写真を収録
②昔の風景と現況を徹底対比
③豊かな解説が付された第一級郷土資料

BOOKS 成錦堂（ 　）本町
5-2-19

予約受付電話22-0032
予約受付FAX22-0264

HP www.act.ne.jp/seikindo/
e-mail:seikindo@act.ne.jp

大好評

当店で
予約受

付中!

▲「島の女王」パレード（栄町1丁目～本町1丁目・
　昭和30年代後半）

　
芸
術
や
文
化
、
教
育
、
産
業
、

地
方
自
治
な
ど
永
年
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
た

人
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
、
褒
章
の

受
章
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
に
洲
本
市
消

防
団
に
入
団
後
、
永
年
に
わ
た

り
数
多
く
の
災
害
現
場
に
出
動

し
、
人
命
救
助
や
被
害
の
拡
大

防
止
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
八
年
四
月
か
ら

四
年
間
は
、
消
防
団
長
と
し
て

消
防
団
の
組
織
改
革
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
消
防
施
設
の

充
実
強
化
や
団
員
の
資
質
向
上

に
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
筋
の
業
務
に
精
励

し
、
大
衆
の
模
範
と
な
る
人
に

贈
ら
れ
る
黄
綬
褒
章
は
、
高
谷

義
之
さ
ん
（
宇
山
・
六
十
四
歳
）

が
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

お

め

で

と

う

秋
の
叙
勲
・
褒
章

瑞
宝
単
光
章

山本　義孝さん
（炬口　６３歳）

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

新
市
章
は
「
洲
浜
の
紋
」
を
引
き
継
ぎ

第
二
十
四
回
洲
本
市
・
五
色
町
合
併
協
議
会
が
十
月
二
十
七

日
、
五
色
町
の
五
色
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
新
市
の
特
別

職
の
給
与
・
報
酬
、
組
織
体
制
、
市
章
な
ど
事
務
レ
ベ
ル
で

の
合
意
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
報
告
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
（
詳
し
い
内
容
は
、
来

月
発
行
の
合
併
協
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

◆
特
別
職
の
給
与
・
報
酬

　
「
新
市
特
別
職
報
酬
等
検
討

委
員
会
」
（
川
添
孝
史
委
員
長
）

の
答
申
を
受
け
て
協
議
の
う
え

決
定
さ
れ
、
内
容
は
現
在
の
洲

本
市
の
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
市
長
　
九
十
八
万
円
　
▽
助

役
　
八
十
万
円
　
▽
収
入
役
、

教
育
長
　
各
七
十
万
円
　
▽
議

長
　
五
十
二
万
五
千
円
　
▽
副

議
長
　
四
十
三
万
五
千
円
　
▽

議
員
　
四
十
万
五
千
円
　
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
　
章

　
現
在
の
洲
本
市
の
「
洲
浜
の

紋
」
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

◆
組
織
体
制

　
市
民
の
声
が
適
切
に
反
映
で

き
、
効
率
的
、
ま
た
各
種
行
政

課
題
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
組

織
と
し
、
五
色
庁
舎
に
は
、
健

康
福
祉
部
の
ほ
か
、
地
域
生
活

部
、
地
域
産
業
部
を
置
き
、
現

行
の
窓
口
業
務
を
継
続
し
ま
す
。

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
セ
ン
タ
ー
施
設
は
淡
路
島
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
五
色
町
施

設
は
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
す
。

料
金
な
ど
の
統
一
は
来
年
四
月

一
日
か
ら
と
し
ま
す
。

◆
広
報
紙

　
広
報
紙
は
、
毎
月
十
五
日
に

発
行
し
、
町
内
会
長
を
通
し
て

各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会

　
「
洲
本
市
・
五
色
町
社
会
福

祉
協
議
会
合
併
協
議
会
」
を
設

置
し
、
来
年
二
月
十
四
日
に
合

併
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
水
道
料
金

　
口
径
に
よ
り
八
種
類
の
基
本

料
金
を
設
定
し
、
使
用
料
に
応

じ
て
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

一
般
家
庭
（
口
径
十
三
 
）
で
、

一
か
月
二
十
立
方
 
を
使
用
し

た
場
合
の
料
金
は
四
千
九
十
五

円
と
な
り
ま
す
。

ミ　
リ

メ
ー
ト
ル

企 画 課
財 政 課
情報政策課
広報広聴課
電 算 室
総 務 課
管 財 課
税 務 課
消防防災課
市 民 会 館
由 良 支 所
市 民 課
人権推進課
環境整備課
農 政 課
ふるさと整備課
商工観光課
用 地 課
建 設 課
都市計画課
下 水 道 課
水道事業所
福 祉 課
地域福祉課
健 康 課
企画管理課
健康増進課
介護福祉課
健康福祉総合センター
地域総務課
市民生活課
都市整備課
産業振興課
農業共済課
会 計 課
議会事務局
庶 務 課
学校教育課
社会教育課
体育保健課
地域教育課
事 務 局
事 務 局
事 務 局
事 務 局

企 画 部

情報政策部

総 務 部

市民生活部

産業振興部

都市整備部

健康福祉部

地域生活部

地域産業部

助 役

助 役

収 入 役

教 育 長

市 長

議 会
教育委員会

監 査 委 員
選挙管理委員会
固定資産評価審査委員会
農業委員会

洲本庁舎

五色庁舎

洲
本
庁
舎

洲
本
庁
舎

洲
本
庁
舎

五
色
庁
舎

６
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野
外
に
い
る
ダ
ニ
が
病
原
体
を
媒
介
す
る
病
気
で
、
発
熱
や
発
疹
な
ど
似
た
よ
う
な

症
状
を
現
し
ま
す
。
淡
路
島
内
は
、
全
国
的
に
も
こ
れ
ら
の
疾
患
の
多
発
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
潜
伏
期
　
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

　
日
本
紅
斑
熱
は
二
〜
八
日
後

　
に
、
つ
つ
が
虫
病
は
一
〜
二

　
週
間
後
に
症
状
が
出
始
め
ま

　
す
。

◆
初
発
症
状
　
頭
痛
・
全
身
倦

　
怠
感
や
急
激
な
発
熱
が
お
こ

　
り
ま
す
。

◆
皮
膚
症
状
　
日
本
紅
斑
熱
で

　
は
、
体
よ
り
手
の
ひ
ら
や
手

　
足
・
顔
面
に
紅
斑
が
多
数
現

　
わ
れ
ま
す
。
つ
つ
が
虫
病
で

　
は
、
手
足
よ
り
体
や
顔
面
に

　
発
疹
が
多
く
現
わ
れ
ま
す
。

　
淡
路
島
は
温
暖
で
自
然
の
豊

か
な
土
地
な
の
で
、
ダ
ニ
の
生

息
に
も
適
し
た
環
境
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
野
山
や
川
原
な
ど
の
草
の
葉

の
裏
や
根
も
と
の
土
の
上
に
ひ

そ
ん
で
、
野
ウ
サ
ギ
・
野
ネ
ズ

ミ
・
タ
ヌ
キ
な
ど
の
野
生
の
ほ

乳
動
物
や
犬
な
ど
に
寄
生
し
吸

血
し
ま
す
。

　
野
外
に
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を

連
れ
て
行
く
と
、
マ
ダ
ニ
も
家

に
連
れ
て
戻
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

▽
野
山
や
川
原
に
行
く
と
き
は
、

　
で
き
る
限
り
肌
を
出
さ
な
い

　
よ
う
な
服
装
（
長
袖
・
長
ズ

　
ボ
ン
な
ど
）
に
す
る
。

▽
肌
が
出
る
部
分
に
は
、
ダ
ニ

　
忌
避
剤
を
使
用
す
る
。

▽
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、

　
腰
を
お
ろ
し
た
り
し
な
い
よ

　
う
、
敷
物
を
使
用
す
る
。

▽
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、

　
体
に
付
い
た
ダ
ニ
を
落
と

　
し
、
新
し
い
服
に
着
替
え

　
る
。

　
自
然
に
治
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
治
療
が
遅
れ
て
重
症
に

な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

病
気
に
よ
く
効
く
治
療
薬
（
抗

生
物
質
）
が
あ
り
、
早
期
の
診

断
と
治
療
が
大
切
で
す
。
ダ
ニ

に
刺
さ
れ
て
も
か
ゆ
み
や
痛
み

を
感
じ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

野
山
や
川
原
な
ど
に
行
っ
て
数

日
後
か
ら
、
発
熱
と
そ
れ
に
続

く
発
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た

ら
、
す
ぐ
に
病
院
で
診
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
（
1
２
６
・
２
０
６
２
）

へ
。

ど
ん
な
症
状
な
の
？

ど
う
し
て
淡
路
島
に
多
い
の
？

ダ
ニ
の
住
み
か
は
？

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
？

感
染
し
た
と
思
っ
た
ら
？

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
も
と

も
と
熱
帯
地
方
に
見
ら
れ
る
ク

モ
で
す
が
、
日
本
国
内
で
も
平

成
七
年
秋
に
大
阪
府
内
で
発
見

さ
れ
て
以
来
、
阪
神
地
区
湾
岸

部
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
淡
路
島
内
に
お
い
て
も
今

年
五
月
に
淡
路
市
の
生
穂
で
成

体
二
十
七
匹
、
幼
体
三
匹
が
発

見
さ
れ
、
洲
本
市
に
お
い
て
も

十
月
に
幼
体
六
匹
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
攻
撃
的

な
ク
モ
で
は
な
い
の
で
、
素
手

で
触
ら
な
い
限
り
、
咬
ま
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

毒
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
咬
ま

れ
て
も
、
ま
ず
生
死
に
か
か
わ

る
こ
と
は
な
い
の
で
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
洲
本
市
で
は
す
で
に

発
見
場
所
付
近
に
お
い
て
殺
虫

剤
の
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
回
発
見
さ
れ
た
場
所
　
洲

　
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
市

　
営
駐
車
場
付
近
道
路

◆
体
の
特
徴
　
▽
メ
ス
は
体
が

　
黒
く
、
腹
部
背
面
に
赤
い
帯

　
状
の
模
様
。
体
長
一
 
 
程

　
度
（
足
を
除
く
）
、
腹
部
が

　
大
き
く
丸
い
　
▽
オ
ス
は
メ

　
ス
の
約
三
分
の
一
程
度
の
大

　
き
さ
で
体
は
白
っ
ぽ
く
、
赤

　
い
模
様
は
無
い
　
▽
卵
の
う

　
は
六
〜
七
　
　
の
球
状
で
白

　
っ
ぽ
い

◆
生
息
場
所
　
屋
外
の
歩
道
縁

　
石
の
横
穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
下

　
部
の
隙
間
、
溝
蓋
の
裏
な
ど

◆
退
治
方
法
　
ハ
エ
、
蚊
な
ど

　
に
使
用
す
る
市
販
の
殺
虫
剤

　
（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）
を
噴

　
霧
す
る
か
、
踏
み
つ
ぶ
す
こ

　
と
で
容
易
に
退
治
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

◆
咬
ま
れ
た
と
き
は
　
咬
ま
れ

　
た
と
こ
ろ
を
直
ぐ
水
で
洗
っ

　
て
清
潔
に
し
、
す
ぐ
に
医
療

　
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
薬
務
生
活
衛
生
課
（
1

２
６
・
２
０
６
７
）
、
洲
本
市

健
康
福
祉
館
内
健
康
課
（
1
２

２
・
３
３
３
７
）
か
、
市
役
所

市
民
生
活
部
環
境
整
備
課
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
４
）

へ
。

ほんとうの大きさ

マダニ　約３ミ
　リ

メー
トル

セ
ンチ

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

ミ　
リ

セアカゴケグモ（雌）背面

発しん発しん

刺し口刺し口

メスには赤い帯状の
模様があります

↑

フタトゲチマダニ
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平
成
１６
年
度
　
洲
本
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

　
　
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
　
　

医
療
費
を
大
切
に

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
の
歳
入
は
、
三
十
七

億
九
千
三
十
一
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
一
億
千
七
百
四
十

五
万
円
（
三
･
二
 
）
増
加
し

て
い
ま
す
。
歳
出
は
、
四
十
億

七
千
七
百
三
十
五
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
一
億
六
千
六
百

六
十
二
万
円
（
四
・
三
 
）
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
増
加
の
主
な
要
因
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
保
険
給
付
費

が
二
億
六
千
三
百
三
十
三
万
円

（
十
一
・
五
 
）
、
介
護
納
付

金
が
三
千
六
百
七
十
五
万
円
（
二

十
・
〇
 
）
、
前
年
度
繰
上
充

用
金
が
四
千
七
百
五
十
六
万
円

（
二
十
五
・
〇
 
）
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
収
支
決
算
は
、
平
成
十
一
年

度
か
ら
六
年
連
続
の
赤
字
で
、

今
年
度
の
赤
字
額
は
二
億
八
千

七
百
四
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
に
比
べ
四
千
九
百
十
八

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
病
気
や
ケ

ガ
に
備
え
て
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
お
金
を
出
し
合
い
、
必
要

な
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
そ
の
運
営

に
は
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の

皆
さ
ん
の
保
険
税
と
国
、
県
、

市
か
ら
の
公
的
財
源
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る

と
、
医
療
費
の
財
源
の
一
つ
で

あ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
を

値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
と
医
療

に
関
心
を
持
ち
医
療
費
の
節
減

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
医
療
費
を
大
切
に
す
る
ポ
イ

　
ン
ト

▽
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

　
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▽
重
複
受
診
（
お
医
者
さ
ん
の

　
か
け
も
ち
）
は
ひ
か
え
ま
し

　
ょ
う

▽
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

　
ま
し
ょ
う

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
国
保
年
金
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
５
）

へ
。

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

平成１６年度　洲本市国民健康保険の医療費の状況

一般被保険者

退職被保険者

老人保健対象者

被保険者数（人） 診療件数（件） 一人当たり医療費（円）

１５年度

9,977

1,913 

5,354

１６年度

9,948 

2,131 

5,158

対前年度比

99.7 　 

111.4 　 

96.3 　

１５年度

80,300 

29,736 

102,601

１６年度

82,347 

33,205 

100,383

対前年度比

102.5 　 

111.7 　 

97.8 　

１５年度

208,767 

416,557 

726,285

１６年度

230,464 

404,626 

769,209

対前年度比

110.4 　 

97.1 　 

105.9 　

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

歳出　４０億７，７３５万円

保険給付費 
25億6,080万円
（62.8％）

保険給付費 
25億6,080万円
（62.8％）

老人保健拠出金 
8億6,497万円
（21.2％）

前年度繰上充用金 
2億3,786万円
（5.8％）

介護納付金 
2億2,045万円
（5.4％）

共同事業拠出金 
7,530万円（1.9％）

総務費 
7,450万円
（1.8％） その他　3,503万円（0.9％）

保健事業　844万円（0.2％）

歳入　３７億９，０３１万円

国庫支出金 
14億7,745万円
（39.0％）

国庫支出金 
14億7,745万円
（39.0％）

保険税 
11億7,518万円
（31.0％）

保険税 
11億7,518万円
（31.0％）

療養給付費等交付金 
6億9,748万円
（18.4％）

一般会計繰入金 
3億3,428万円
（8.8％）

共同事業交付金 
6,884万円（1.8％）

都道府県支出金　3,300万円（0.9％）
その他収入　408万円（0.1％）



９

　
兵
庫
県
内
の
都
市
計
画
道
路

網
の
未
整
備
区
間
の
中
に
は
、

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、
必
要
性
に
変
化
が
生

じ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
県
と
と

も
に
検
討
を
行
い
、
今
回
、
洲

本
市
（
洲
本
都
市
計
画
区
域
）

の
都
市
計
画
道
路
網
を
対
象
と

し
て
、
見
直
し
検
討
箇
所
を
次

の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
見
直
し
検
討
箇
所
は
、
次
の

三
区
間
で
、
い
ず
れ
も
廃
止
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

▽
炬
口
納
線
（
炬
口
〜
塩
屋
）

　
約
〇
　
五

　
中
心
市
街
地
北
部
の
幹
線
道

路
と
し
て
計
画
決
定
さ
れ
た
が
、

整
備
方
針
が
歩
行
者
な
ど
の
通

行
の
確
保
に
変
化
し
た
こ
と
や
、

北
側
に
並
行
し
て
国
道
二
十
八

号
の
バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
の
道
路
に
求
め
ら
れ
て
い
た

機
能
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
廃
止
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
。

▽
船
場
線
（
海
岸
通
〜
栄
町
）

　
約
〇
　
二

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
円
滑

な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
幹

線
道
路
と
し
て
計
画
決
定
さ
れ

た
が
、
北
側
に
並
行
し
て
県
道

洲
本
南
淡
線
が
整
備
さ
れ
、
こ

の
道
路
に
求
め
ら
れ
て
い
た
機

能
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
廃
止
に
向
け
て
検
討
を
進

め
る
。

▽
山
手
線
（
洲
本
市
由
良
）

　
約
〇
　
六
 
 

　
由
良
地
区
の
市
街
地
部
に
お

け
る
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る

た
め
の
幹
線
道
路
と
し
て
計
画

決
定
さ
れ
た
が
、
東
側
に
並
行

し
て
県
道
洲
本
南
淡
線
が
整
備

さ
れ
、
こ
の
道
路
に
求
め
ら
れ

て
い
た
機
能
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
廃
止
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
。

◆
今
後
の
予
定
　
見
直
し
検
討

　
箇
所
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

　
の
方
向
を
地
域
の
皆
さ
ん
の

　
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら

　
決
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

　
　
そ
の
後
、
都
市
計
画
変
更

　
の
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま

　
す
。

◆
資
料
閲
覧
場
所
　
▽
兵
庫
県

　
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局

　
都
市
計
画
課
　
▽
市
役
所
都

　
市
整
備
部
都
市
計
画
課
　
※

　
兵
庫
県
都
市
計
画
課
や
洲
本

　
市
都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
ご
意
見
　
今
回
の
見
直
し
に

　
関
し
て
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま

　
し
た
ら
、
十
一
月
三
十
日
d

　
ま
で
に
市
役
所
都
市
計
画
課

　
ま
で
書
面
に
て
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
県
土
整

備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
計
画

課
（
1
０
７
８
・
３
６
２
・
４

３
０
７
）
か
、
市
役
所
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
、
内
線
２
３
６
、
２

３
７
）
へ
。

メ
ー

ト
ル

．

．

．

都市計画道路

見直しの方向で検討する路線（区間）

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

キ　
ロ

　標準営業約款制度は、法律で定められた消費者（利用者）を擁護するための制度です。

　厚生労働大臣認可の約款に従って営業することを登録した、「理容店」、「美容店」、

「クリーニング店」、「めん類飲食店」、「一般飲食店」では、店頭にＳマークを掲げて

います。登録店は、安心・安全・衛生を約束する信頼できるお店です。

　詳しくは、（財）兵庫県生活衛生営業指導センター（1０７８・３６１・０８９７）へ。▼ 厚生労働大臣認可



1４５

１０

フ
ル
ー
ツ
入
り
牛
乳
寒
天

◆
作
り
方

　
小
鍋
に
水
を
入
れ
、
粉
寒
天

　
を
混
ぜ
中
火
に
か
け
る
。
沸

　
騰
し
た
ら
一
分
煮
る
。
砂
糖

　
を
加
え
さ
ら
に
一
分
煮
る
。

　
牛
乳
を
加
え
て
混
ぜ
、
型

　
に
流
す
。

　
粗
熱
が
取
れ
た
ら
、
フ
ル
ー

　
ツ
を
加
え
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

１

２

３

◆材料（８人分）

粉寒天　　　　　　４ 

水　　　　　　　　１カップ

砂糖　　　　　　　大さじ４

牛乳　　　　　　　２カップ

フルーツミックス

　　　　　　　　　２缶

エネルギー　　　７４  

塩分　　　　　０．１ 

グラ
ム

グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

１人分

栄養士　野田久美

　
八
月
一
日
b

か
ら
八
月
二

十
八
日
a

ま
で
の
十
二
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
洲

本
市
生
活
習
慣
病
集
団
健
診

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
受
診
さ
れ
た
人
は
二
千
八

百
七
十
人
。
七
十
歳
代
の
人

が
千
百
九
十
三
人
と
最
も
多
く
、

全
体
の
四
十
一
・
五
七
 
に

当
た
り
ま
す
。

　
総
合
判
定
結
果
で
「
異
常

を
認
め
ず
」
と
判
定
さ
れ
た

の
は
百
二
十
二
人
で
全
体
の
四
・

三
 
し
か
な
く
、
残
り
九
十
五
・

七
 
は
何
ら
か
の
注
意
が
必

要
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
潜

伏
期
で
の
早
期
発
見
や
予
防

の
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
病

健
診
を
継
続
的
に
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
年
一
回
の
健
診
を
習
慣
づ
け
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

＜健診結果の判定区分＞
異常を認めず
要 観 察

要 精 検  

要 医 療

要継続医療

この検査の範囲では、異常は認められませんでした。
異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほど
ではありません。日常生活に注意し、ときどき医
療機関で受診してください。
異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検
査（再検査を含む）を受け、病気の有無、程度を
確かめてください。
病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受
診してください。
現在、治療中ですので、引き続き主治医の指示に
従って治療を続けてください。 

洲本市生活習慣病健診集計表

異常を認めず異常を認めず 要観察要観察 要精検要精検 要医療要医療 要医療継続要医療継続

～３９歳
（４３人）

４０～４９歳
（２７１人）

５０～５９歳
（５６６人）

６０～６９歳
（７９７人）

７０歳～
（１，１９３人）

18.6％
8人
18.6％
8人

27.9％
12人
27.9％
12人

41.8％
18人
41.8％
18人

9.3％
4人
9.3％
4人

2.3％　1人2.3％　1人

14.0％
38人
14.0％
38人

33.9％
92人
33.9％
92人

29.1％
79人
29.1％
79人

17.7％
48人
17.7％
48人

5.1％　14人5.1％　14人

4.5％　26人4.5％　26人

29.5％
167人
29.5％
167人

31.9％
181人
31.9％
181人

13.2％
75人
13.2％
75人

20.6％
117人
20.6％
117人

3.2％　26人3.2％　26人

23.7％
189人
23.7％
189人

26.8％
214人
26.8％
214人

13.4％
107人
13.4％
107人

32.7％
261人
32.7％
261人

2.0％　24人2.0％　24人

15.9％
190人
15.9％
190人

24.4％
292人
24.4％
292人

7.4％
89人
7.4％
89人

50.1％
598人
50.1％
598人

  市内の各保育所では、来年４月から入所を希望する園

児の「入所申込書」の受付を行います。保育所への入所は、

母親など保護者が働いていたり、出産、病人の看護など

で常時、家庭で保育できない子どもが対象です。

◆手続き   申込書に必要事項を書いて、事業主の就労証

　明書、民生児童委員の意見書、源泉徴収票、確定申告

　の写しなどを添付して、入所希望の保育所へ提出して

　ください。申込書は、各保育所か洲本市健康福祉館内

　福祉課にあります。

　詳しくは、各保育所か洲本市健康福祉館内福祉課 （1

２２・３３３２ 内線５１０）へ。

▼

　　保育所名

市立洲本保育所

　　中川原保育所

　　安乎保育所

　　由良南保育所

　　由良保育所

私立洲本保育所

　　千草保育所

　　大野保育所

定　員

９０

６０

８０

６０

１２０

１１５

９０

６０

　　所在地・電話番号

栄町三丁目3－10  122・0863

中川原町中川原970

128・0120 

安乎町北谷1177－1

128・0173 

由良町由良2353  127・0530 

由良二丁目5－24  127・0079 

本町七丁目4－25  122・0897 

千草己25  122・6600 

大野740－1  124・4750



１１

１０１

　淡路人形出張講座（文化庁「文化芸術による創造のまち支援事業」）を７月６日、洲本市総合福祉会館で実施し、全校

生で鑑賞しました。人形浄瑠璃は淡路の伝統文化ですが、ふだんあまり目にする機会がありません。そのため、この機会

に淡路の伝統文化にふれてみることにしました。黒子が動かす人形や三味線の音色、独特の語りは、子どもたちにとって

はめずらしく、興味深く鑑賞しました。上演のあとでは人形浄瑠璃や出演者の役割、人形の動かし方などについての説明

があり、６年生児童が人形を実際に動かす体験をしました。

　本校は、今年度も１０月１２日から３日間、「オープンスクール」を開催し、

「中川原中学校のすばらしさ」をたくさんの地域の皆さんに知っていただきまし

た。

　３日目（１０月１４日）の親子給食、授業参観、ＰＴＡ教育講演会には、たく

さんの人に来ていただきました。親子給食では「淡路一温かくおいしい給食」を

食べていただき、「こんな給食を毎日食べれてあんたらは幸せやな。」という親

の感想でした。

　５校時は「総合的な学習の時間」の発表会です。今年度も「ふるさと中川原を

探る」をテーマに取り組んだことを発表しました。

環境班は、「中川原を美しくしよう」をテーマとして、通学路沿いに花を植えた

取り組みや花カレンダー作成のことを発表しました。社会班は、「ゴミの減量化」

をテーマとして取り組み、みつあい館など

で資源ゴミの処理の仕方や５Ｒなどをコン

トでわかりやすく楽しく発表しました。防

災班は「通学路の危険な場所」や「台風で

被害のあった所や避難場所」をテーマとし

て取り組み、実地調査、アンケートなどで

収集した資料を地図・写真・グラフなどで

まとめ分かりやすく発表しました。

　６校時は、淡路人形浄瑠璃青年研究会による「ご祝儀大漁戎舞」を鑑賞しまし

た。今年度は校区の小学校５・６年生も参観に来て、にぎやかな教育講演会とな

りました。その後、実際に児童・生徒が人形の扱い方を体験しました。小規模校

の特色を生かした楽しい１日となりました。

総合学習発表会

教育講演会
　「淡路人形芝居」

～環境班～～環境班～

～社会班～～社会班～～防災班～～防災班～

　二十歳を迎える皆さん、ご成人おめでとうございます。
洲本市では平成１８年の成人式を次の日程で開催するこ
とになりましたのでお知らせします。
◆と　き　平成１８年１月８日（日）、午後
◆対象者　昭和６０年４月２日から昭和６１年４月１日
　までに生まれた人

※洲本市に住民登録をされている人には、１２月中旬頃
　ハガキで通知します。
　本市出身者で就職、進学などにより現在洲本市に住民
　登録がない人も参加できますので、参加希望の人はご
　連絡ください。
　詳しくは、市教育委員会社会教育課（1２２・３３２
１内線３６８）へ。

▼



写真 ニュース

図書館市民まつり開催

鮎屋川でホタル救出＆魚とりイベント

　「２００５図書館市民まつり」が、１０月２２、２３日に開催されま

した。昨年は台風２３号のため中止されましたが、今年はさまざまな

団体が参加し、コーラスや邦楽などの音楽のほか、フラワーアレンジ

メントや寄せ植えの展示など多彩な催しが行われました。

文化体育館で　Culture&Sports 
オータム・フェスタ

　昨年の台風被害により改修工事を行うこと

になった鮎屋川で、工事を前に「ホタルの救出

＆魚とりイベント」が１０月１０日開催され

ました。参加した子どもたちは、ホタルの幼虫

の餌となるカワニナを一生懸命集めていまし

た。

新市づくりは、まず市民の
手から　ふれ愛交流の集い

　来年２月の洲本市と五色町との
合併を前に、住民同士の交流を図
る「ふれ愛交流の集い」が、１０月
１０日市内のホテルで行われました。
「視野を広げ新しいまちづくりへ」
という山口一史さんの講演のあと、
洲本市と五色町の各種団体の代表
などおよそ２００人が参加した交
流会が開催されました。

洲本で浄化槽
タウンミーティング

　「浄化槽タウンミーティング
兵庫生活排水対策としての浄
化槽の普及促進」が、１０月２５
日市民交流センターで開催さ
れました。「生活排水対策とし
ての浄化槽」と題した豊橋技術
科学大学名誉教授北尾高嶺さ
んの基調講演とパネルディス
カッションが行われました。

　文化の日の１１月３日、文化体育館で文化やスポーツな
どの複合イベント「Culture&Sports オータム・フェスタ」
が開催されました。２日から６日まで展示されている市展
やさまざまなスポーツを楽しめる「レクスポーツフェステ
ィバルすもと」、また、しばえもん座では、「田尻洋一グラン
ドトリオコンサート」などに大勢の人で賑わいました。
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藤田巡査長に　洲本市民の警察官賞

　洲本市民の警察官賞に千草駐在所勤務の藤田信也巡
査長が選ばれ、１０月７日総合福祉会館で表彰式が行わ
れました。藤田巡査長は、登校時の立ち番やパトロール
など地域に密着した活動を積極的に行っています。また
その後「暴力団追放洲本市民大会」が開催され、暴力団追
放の大会宣言が確認されました。

洲本第二小学校が学校給食優良校

　洲本第二小学校が平成１７年度学校給食優良校として、兵庫県教

育長表彰を受賞しました。１０月２０日に豊岡市で開催された第５６

回兵庫県学校保健研究協議大会で表彰式が行われ、１０月２６日に

教育長へ受賞の報告に訪れました。同校は、昨年度「食に関する教育

研究会」を実施するなど、先進的に食育に取り組んだことが高く評価

されたものです。

増井さんが赤十字社金色有功章を受章

　平成１７年兵庫県赤十字有功章等贈呈式

が１０月２６日兵庫県公館で行われ、増井

洋右さんが災害などに対して日本赤十字社

に多くの善意を寄せていただいた人として、

日本赤十字社金色有功章を受章されました。

未来を語ろう！さわやかフォーラム

　国際ソロプチミスト淡路認証２０周年記念事
業として「さわやかフォーラム明るい未来を創り
ましょう‐子どもに愛を・地球に緑を‐」が１０月
２２日文化体育館で開催されました。兵庫県理事
の清原桂子さんの基調講演のあと、島内の３市１
町の首長と高校生が参加したパネルディスカッ
ションが行われ、淡路島の将来についていろいろ
な意見が出されました。

洲本GG協会が兵庫スポーツフェアで優勝

　洲本GG協会が１０月２９日三木総合防災公園
で開催された「兵庫スポーツフェア２００５ふれ
あいグラウンド・ゴルフ大会」で優勝しました。グ
ラウンド・ゴルフはゴルフのようにボールをクラ
ブで打ち、ホールポストにホールインするまでの
打数を競うスポーツです。

淡路に映画のロケ誘致を

　映画やテレビの撮影を誘致する「淡路島フィル
ムオフィス」が設立され、映画監督の篠田正浩さ
んの講演などの設立記念フォーラムが１０月２１
日市内のホテルで開かれました。

世界の名器をしばえもん座に洲本ロータリークラブから寄付

　洲本ロータリークラブが来年２月創立５０周
年を迎えるのを記念して文化体育館の文化ホー
ル「しばえもん座」のグランドピアノ購入のため
に６５０万円の寄付があり、１０月１５日同クラブ
の例会で目録の贈呈が行われました。
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市
教
育
委
員
会
で
は
年
間
を

通
じ
て
、
小
・
中
学
校
や
幼
稚

園
で
欠
員
が
生
じ
た
り
、
代
替

教
員
が
必
要
と
な
る
場
合
に
備

え
、
臨
時
講
師
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時

に
、
臨
時
学
校
栄
養
職
員
の
登

録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教

員
免
許
、
栄
養
士
免
許
を
お
持

ち
の
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。
登
録
用
紙
は
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。

◆
種
　
目 

 
　
自
衛
隊
生
徒
　

　
　
二
等
陸
海
空
士
（
男
子
）

◆
身
　
分 

 

特
別
職
国
家
公
務

　
員

◆
応
募
資
格
　
　
中
学
卒
業
（

　
見
込
含
）
十
七
歳
未
満
の
男

　
子
　
　
十
八
〜
二
十
七
歳
未

　
満
の
男
子

◆
締
　
切 

 

平
成
十
八
年
一
月

　
十
日
c

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
1
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
２
２
）
へ
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
で
発
生
し

た
地
震
の
被
災
地
に
温
か
い
支

援
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
義
援
金
募
集
期
間
　
平
成
十

　
八
年
一
月
三
十
一
日
c

ま

　
で

◆
募
金
方
法
　
郵
便
振
替
口
座

　
に
よ
り
受
付
し
ま
す
。
▽
口

　
座
番
号
　
０
０
９
５
０
　
９

　
　
２
７
９
１
２
９
　
▽
パ
キ

　
ス
タ
ン
地
震
兵
庫
県
義
援
金

　
募
集
委
員
会

▼
詳
し
く
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
地

震
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

事
務
局
（
兵
庫
県
企
画
管
理
部

防
災
企
画
局
企
画
課
内
1
０

７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１
内

線
３
１
６
１
、
３
１
６
２
）
へ
。

　
そ
も
そ
も
、
歯
周
病
は
基
本

的
に
は
細
菌
が
原
因
の
生
活
習

慣
病
で
す
。
そ
し
て
喫
煙
が
歯

周
病
の
最
大
の
危
険
因
子
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
た
ば
こ
の
煙
の
流
れ

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

唇
側
の
歯
と
歯
ぐ
き
か
ら
ほ
っ

ぺ
た
、
舌
、
上
あ
ご
か
ら
肺
へ
。

逆
戻
り
し
て
内
側
の
歯
と
歯
ぐ

き
に
当
た
り
、
お
口
の
外
へ
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
喫
煙
が
前
歯

を
中
心
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
歯
や
そ
の
周
辺
に
汚
れ
が
た

　
ま
り
や
す
く
な
る
。
タ
バ
コ

　
に
含
ま
れ
る
タ
ー
ル
（
ヤ
ニ
）

　
や
歯
が
表
面
に
付
着
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯

　
垢
）
が
付
き
や
す
く
な
る
。

　
そ
の
結
果
歯
周
病
に
罹
り
や

　
す
く
な
り
、
ま
た
歯
周
病
を

　
進
行
さ
せ
ま
す
。

　
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低

　
下
す
る
。
ニ
コ
チ
ン
は
、
歯

　
ぐ
き
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
、

　
血
液
の
流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
歯
ぐ
き
に
酸
素
や

　
栄
養
が
行
き
渡
ら
ず
、
好
中

　
球
（
白
血
球
）
の
働
き
が
抑

　
制
さ
れ
、
免
疫
力
が
低
下
し
、

　
歯
ぐ
き
の
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、

　
歯
周
病
は
進
行
し
ま
す
。
ま

　
た
歯
槽
骨
（
歯
を
支
え
て
い

　
る
骨
）
の
吸
収
も
促
進
さ
れ

　
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

　
た
。

　
傷
や
治
療
後
の
口
腔
粘
膜
の

　
治
り
が
悪
く
な
る
。
ダ
メ
ー

　
ジ
を
受
け
た
組
織
の
修
復
を

　
す
る
働
き
を
鈍
ら
せ
ま
す
。

　
歯
周
病
の
治
療
後
や
抜
歯
後

　
の
傷
の
治
り
が
、
悪
く
な
り

　
ま
す
。

　
　
ま
た
、
喫
煙
に
よ
り
歯
周

　
組
織
の
炎
症
症
状
が
目
立
た

　
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
歯

　
周
病
の
初
期
症
状
が
現
れ
に

　
く
く
な
り
、
気
付
い
た
時
は
、

　
歯
周
病
が
か
な
り
進
行
し
て

　
い
た
と
、
言
う
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
喫
煙

　
開
始
年
齢
が
早
い
ほ
ど
重
度

　
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

喫
煙
者
は
煙
草
を
吸
わ
な
い
人

よ
り
も
、
高
い
確
率
で
歯
周
病

に
か
か
り
や
す
く
、
歯
を
失
う

可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
も

し
あ
な
た
が
、
統
計
的
に
今
や

少
数
派
と
な
っ
た
喫
煙
者
な
ら
、

多
数
派
の
非
喫
煙
者
に
転
向
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
！

１４

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し

て
い
ま
す
。

写真の人に出合ったら、
広報にのっていたねと、
ひと声かけてね。

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

臨

時

講

師

臨
時
学
校
栄
養
職
員

自

衛

官

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
義
援
金
募
集

元地歯科医院

元地　茂樹歯科医師

た
ば
こ
で
歯
が
抜
け
る
？
　
禁
煙
の
勧
め
〜
歯
科
医
の
立
場
か
ら

募

集

１２

３

１
１

２

２

－

－



１５

　
予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
対
象
者
が
満
一
歳
〜
二

歳
未
満
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
四

月
一
日
以
降
、
二
歳
に
達
し
て

い
る
児
が
接
種
す
る
場
合
に
は

自
費
に
な
り
ま
す
。

　
一
歳
〜
七
歳
六
か
月
未
満
で
、

ま
だ
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
児
は
平

成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
、
内

線
５
１
６
）
へ
。

　
売
買･

贈
与･

交
換･

建
築
な
ど

に
よ
っ
て
不
動
産
（
土
地･

家
屋
）

を
取
得
す
る
と
、
登
記
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
不
動
産
取
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
住
宅
や
住
宅
の
敷
地
の
取
得

▽
阪
神･

淡
路
大
震
災
に
よ
り
被

　
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋

　
の
取
得

　
な
ど
で
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
洲

本
県
税
事
務
所
不
動
産
取
得
税

課
（
1
２
６
・
２
０
２
８
）
へ
。

　
洲
本
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
十
二
月
一
日
か
ら
更

新
し
ま
す
。
十
一
月
末
ま
で
に

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
配
達
記
録
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。
印
鑑
を
押
し
て
受
け

取
っ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局

か
ら
「
郵
便
物
お
預
か
り
の
お

知
ら
せ
」
が
郵
便
受
け
に
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
に

従
っ
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
窓
口
で
の
更
新
と
な
る

人
に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
係
の
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
遠
隔
地
の
保
険
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
再

度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
、
国
保
年
金
係
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
国
保
年
金
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
５
、

２
５
４
）
へ
。

わが家の　ホ ー プ

母：こず恵さん（上物部）

安部　晃世 くん　（平成１６年４月２４日生まれ）
こうせい

麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防
接
種
を

平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合

不
動
産
取
得
税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

更

新

し

ま

す１１月２４日（木）（第４木曜日）
午前７時～正午

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・
３３２１内線３４３）へ。

▼

◆と　き　１２月3日（土）、午後１時３０分～４時３０分

◆ところ　洲本市総合福祉会館　多目的ホール

◆内　容　　報告「洲本市災害ボランティアセンター活動報

　告」　　パネルディスカッション「台風２３号災害を通じ

　て学んだこと」　　ワークショップ「台風２３号災害をこ

　れからのまちづくりにどのように活かすのか」

◆参加費　無料

　詳しくは、洲本市社会福祉協議会（1２６・００２２）へ。▼

▽
▽

▽

　平成１８年２月１４日当社会福祉法人は、社会福

祉法人五色町社会福祉協議会と合併し、社会福祉法

人洲本市社会福祉協議会を設立する旨を理事会およ

び評議員会で議決しましたので、この合併に対し異

議のある債権者は、本公告掲載の翌日から平成１８

年２月２日までにその旨をお申し出ください。

平成１７年１１月１５日

兵庫県洲本市山手二丁目２番２６号

社会福祉法人洲本市社会福祉協議会

会　　長　　石　田　　等

周りの人を大切に出来る人になってね。



１６

情報広場

相

談

　
平
成
十
七
年
工
業
統
計
調
査

を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行

い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
兵
庫
県
・
洲
本

市▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
）
へ
。

　
松
枯
れ
の
多
く
は
、
松
く
い

虫
（
マ
ツ
材
線
虫
病
）
に
よ
る

病
害
虫
で
す
。
松
く
い
虫
被
害

か
ら
貴
重
な
松
林
を
守
り
、
緑

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
「
松
く
い
虫
防
除
強

調
月
間
」
を
十
一
月
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
六
〜
八
月
に
松
く
い
虫
の
加

害
を
受
け
た
松
が
九
月
頃
か
ら

枯
れ
だ
し
て
い
ま
す
。
放
置
す

る
と
周
辺
の
松
に
伝
染
し
ま
す
。

ま
た
、
倒
れ
て
き
て
大
変
危
険

で
す
の
で
、
松
材
を
お
持
ち
の

人
は
伐
倒
し
、
薬
剤
散
布
や
焼

却
、
破
砕
チ
ッ
プ
な
ど
徹
底
し

た
被
害
木
の
駆
除
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振

興
部
ふ
る
さ
と
整
備
課
（
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
８
）

か
、
淡
路
県
民
局
洲
本
農
林
水

産
振
興
事
務
所
森
林
林
業
課
（

1
２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
は
充
分
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ン
タ

ー
の
皆
さ
ん
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
狩
猟
解
禁
期
間
　
十
一
月
十

　
五
日
c

〜
平
成
十
八
年
二
月

　
十
五
日
d

地
域
・
入
山
者
の
皆
さ
ん
へ

▽
山
の
中
へ
は
目
立
つ
服
装
で

　
入
山
を
。
白
い
タ
オ
ル
は
シ

　
カ
と
間
違
わ
れ
や
す
い
の
で

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
曜
・
日
曜
日
な
ど
は
ハ
ン

　
タ
ー
が
集
中
し
ま
す
の
で
特

　
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

▽
猟
銃
の
発
砲
に
あ
た
っ
て
は
、

　
あ
せ
ら
ず
に
必
ず
矢
先
（
獲

　
物
）
の
確
認
を
。

▽
狩
猟
に
あ
た
っ
て
は
、
目
立

　
つ
服
装
や
帽
子
の
着
用
を
。

▽
銃
猟
が
で
き
な
い
場
所
（
銃

　
猟
禁
止
区
域
、
公
道
な
ど
）

　
で
は
絶
対
に
し
な
い
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振

興
部
ふ
る
さ
と
整
備
課
（
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
８
）

へ
。

◆
と
　
き
 
十
二
月
七
日
d
午

　
後
一
時
〜
四
時

◆
と
こ
ろ
 
市
役
所
南
庁
舎
三

　
〇
一
会
議
室
（
三
階
）

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
1
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。

◆
十
二
月
二
十
日
c

▽
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一

　
時
〜
三
時
半

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

　
本
保
健
所
）

◆
十
二
月
二
十
一
日
d

▽
午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

十
一
月
は
、
　
　
　

「
松
く
い
虫
防
除
強
調
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　

で
す
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
も
狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

特
設
人
権
相
談

－思いやりの心、かけがえのない命を大切に－
１２月４日（日）～１０日（土）は、人権週間です

人権啓発作文・標語の文集を

配布します。

◆と　き　１２月３日（土）、午後１時～

◆ところ　市民交流センタービバホール

◆内　容　第１部　小・中学生の意見発表

　　　　　第２部　人権を考える講演会

　　　　　講師　　タレント亀山房代さん

　　　　　演題　　『みんなで考えよう地域の輪・人の輪』

　詳しくは、市役所市民生活部人権推進課（1２２・３３

２１内線３４６、３７９）へ。

▼

四季のイベント
　市では、四季のイベントとして、海の幸をテーマにした「水

産まつり」を開催します。地元で獲れる魚や貝の販売のほか、

果樹協会によるみかんの販売などを行います。

◆と　き  １２月１０日（土）、午前９時～
◆ところ  多目的広場（御食国横）
◆出店者（カッコ内は販売物）
　　由良漁業協同組合連合会（新鮮魚介類、焼きアナゴ、

　　タコの天ぷら、タコ飯など）

　　炬口漁業協同組合（のり、ちりめん、くぎ煮など）

　　淡路果樹協会（協会推奨の温州みかんなど）

　　御食国（ジャンボにんにくを使った焼き肉のタレ、牛

　　スジコロッケなど）

　　日の出農業協同組合（野菜の青空市）

　　洲本市酪農農業協同組合（牛乳、コーヒー牛乳など）

　詳しくは、市役所産業振興部農政課（1２２・３３２１

内線２４４）へ。

▼
▽

▽
▽
▽

▽
▽

手品ボランティアグループ「まじっくさん」では、一緒にボランティア活動を行ってくれる人を募集しています。

　詳しくは、同代表山本積徳さん（1０７９９・８６・０８８０）へ。▼



１７

２８３

写真
文

堀　田　　　久
（淡路昆虫研究会会長）

　
ア
ケ
ビ
コ
ノ
ハ
は
ガ
の
仲
間

で
、
羽
を
広
げ
た
時
の
長
さ
は

十
 
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
前
羽
は

暗
褐
色
で
枯
れ
葉
に
そ
っ
く
り

で
す
が
、
後
羽
は
オ
レ
ン
ジ
色

に
黒
い
斑
紋
が
あ
り
ま
す
。

　
年
二
回
の
発
生
で
、
成
虫
は

六
月
頃
か
ら
現
わ
れ
ま
す
が
、

成
虫
で
冬
を
越
す
の
で
、
三
月

頃
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
モ
モ
や

ミ
カ
ン
な
ど
の
果
実
に
穴
を
開

け
て
、
汁
を
吸
う
の
で
害
を
与

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
幼
虫
は
全
体
に
暗
褐
色
で
紫

色
を
帯
び
、
眼
状
紋
が
あ
り
ま

す
。
ア
ケ
ビ
や
ム
ベ
な
ど
の
葉

を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。
こ
の

幼
虫
は
静
止
す
る
と
き
、
頭
部

を
下
に
向
け
て
、
尾
端
を
上
に

曲
げ
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ケ
ビ
コ
ノ
ハ
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
て

い
る
普
通
種
で
す
。
淡
路
島
で

も
各
地
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

アケビコノハの成虫

ア

ケ

ビ

コ

ノ

ハ

◆と　き　１２月３日（土）、午後１時３０分～４時（開場午
　後０時３０分）展示・バザーなどは午後０時３０分～１時３０
　分・午後４時～４時３０分
◆ところ　洲本市文化体育館 文化ホール
◆内　容                                   
　　第１部：シンポジウム　　　
　　　　　　北海道浦河町「浦河べてるの家」の活動から
　　　　　　～一人ひとりが持てる力を発揮できるまちづくり～
　　第２部：対　　　　談
　　　　　　フリーライター　田口　ランディさん
　　　　　　浦河赤十字病院  向谷地　生良　さん
　　パネル、作品展示・バザーなど
　　　　　　浦河べてるの家、島内精神障害者社会復帰施設、
　　　　　　作業所など
　詳しくは、洲本市健康福祉館内福祉課（1２２・３３３２）か、
洲本健康福祉事務所保健指導課（1２６・２０６４）へ。

▼

社
会
保
険
労
務
士
と
は

　
労
働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛

生
法
と
、
労
働
社
会
保
険
な
ど

多
く
の
法
律
で
事
業
主
は
、
い

ろ
い
ろ
な
事
務
手
続
き
が
法
令

に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
事
業
主
の
委
託
を
受
け
、
事

業
主
に
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
事

務
手
続
き
に
お
け
る
書
類
の
作

成
と
提
出
、
事
業
所
に
備
え
付

け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
帳

簿
書
類
の
作
成
を
行
っ
た
り
、

ま
た
社
会
保
険
全
般
、
労
務
管

理
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
た
り
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
や
労
働
保
険
の
事

務
処
理
、
労
務
管
理
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
、
社
会
保
険
労

務
士
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
労
務
士
に
な
る
に
は

　
国
家
試
験
で
あ
る
社
会
保
険

労
務
士
試
験
に
合
格
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
格
す
れ
ば
、

全
国
社
会
保
険
労
務
士
連
合
会

に
登
録
し
都
道
府
県
の
社
会
保

険
労
務
士
会
に
入
会
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
労
務
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
社
会
保

険
労
務
士
会
（
1
０
７
８
・
３

６
０
・
４
８
６
４
）
へ
。

社
会
保
険
労
務
士
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

セ
ンチ

TEL 26-1133

淡路ごちそう館 （みけつくに）御食国
☆御食国の行楽弁当（持帰り専用）

☆御食国の宴会プラン承り中
私たちの住む淡路島の特産品を全
国へ宅配します。
いろいろ選んで詰め合わせる
「うまいもん」ギフトが好評!

＜定休日＞　第二、第三の水曜日
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。

1,500円税込よりご予算に応じてお献立。
※　ご注文は前日までにお願いいたします。

おまかせコース　¥3,500、¥5,000、¥7,000（税込）

２時間飲み放題　女性¥1,000　男性¥1,500（税込）

▽
▽

▽

期間　１２月１日（木）～１０日（土）
１２月１日は、「交通安全意識を高める日」とします。
重点項目
　子どもと高齢者の交通事故防止
　◆運転手さん「おもいやり」のある運転を心がけまし
　　ょう。
　◆歩行者のみなさん、飛び出しや、無理な横断はやめ
　　ましょう。
　◆夜間の外出などは白色や黄色の目立つ服装をし、夜
　　光反射材を活用しましょう。
　夕暮れどきと交差点での交通事故防止
　◆運転手さん「夕暮れどきの早めのライト点灯」を実
　　践しましょう。
　◆交差点では「はっきり・しっかり」安全確認をしまし
　　ょう。
　◆歩行者、自転車利用者の皆さん、夜光反射材を積極
　　的に活用しましょう。
　無謀・暴走運転の追放
　◆飲酒運転は、やめましょう。
　◆地域ぐるみで暴走族を追放しましょう。
　◆速度超過など無謀運転はやめましょう。

洲本市交通安全対策委員会

１

２

３



市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　市民交流センター　 電話.　２４・４４５０　　ケーブル有
FAX.　２４・４４５２

お正月用鉢の寄せ植えお正月用鉢の寄せ植えお正月用鉢の寄せ植え

《 新着本紹介 》
｢日本の地名雑学事典｣

　浅井建爾／著　日本実業出版社

｢常識としての民法｣

　千葉博／著　ナツメ社

｢ホウキとヤルキ，掃除にドラマあり｣

　山本健治／著　三五館

｢アムールヒョウが絶滅する日｣

　小林達彦／著　経済界

｢育児は３Ｅ｣

　多賀幹子／著　日本放送出版協会

｢狙え！ローテク市場｣

　中平真一／著　中経出版

｢ドラえもん短歌｣

　枡野浩一／選　小学館

｢四月の雪｣

　ホ・ジノ／脚本　ワニブックス

｢ひとりガサゴソ飲む夜は･･･｣

　椎名誠／著　角川書店

｢陰陽師　瀧夜叉姫　上、下｣

　夢枕獏／著　文藝春秋

《 行事のお知らせ 》
「いっしょにおはなしかい」

（０～３歳児対象）

　１２月７日(水) 午前１１時から

「おはなし会」（３～６歳児対象）

　１２月１０日(土) 午後２時から

「もっとおはなし会」（小学生対象）

　１２月１０日(土) 午後２時３０分から

「おりがみ教室」

　１２月３日(土) 午後２時から

「つくってあそぼう！」

　１２月１８日(日) 午後２時から

※ 「おりがみ教室」、「つくってあ
そぼう！」は定員４０人。参加申込は
前日まで。

１８

　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

◆と　き　　　12月24日(土)　午後１時～

◆ところ　　　市民交流センター　1階会議室

◆講　師　　　ガーデニングコーディネーター

　　　　　　　　野口　利宏　先生（あわじ緑花協会理事長）

◆受講料　　　２，０００円（材料費）

◆定　員　　　１５人（先着）

※　作業のできる服装で、園芸用スコップを持参ください。

　お申し込みなど詳しくは、市民交流センターへ。

洲本市民工房・ギャラリー

能面展　淡路島在住５人による約７０点

の能面、狂言面の展示

◆とき　１２月１０日（土）～１５日　

　（木）、午前１０時～午後５時（最終

　日は午後４時まで）

▼

▽

　愛知県の男性が自ら調理したフグの肝を食べて中毒死するという事故が９月に発生しています。県内でも自家調

理による事故が後を絶ちません。こうした中毒事故を防止するために次のことに注意してください。

　　素人調理はやめましょう！

　　食通ぶってキモを食べない！

　　フグは「フグ処理施設届出済票」のあるお店で！　　　　　　　　　　淡路県民局洲本健康福祉事務所

▽
▽

▽



お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

１９

マタニティメイト（対象・妊婦）　
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！
「いのちって何だ」 
　◆とき　毎月第１～第４月曜日
　◆受付　午前９時３０分～
　◆内容　母子健康手帳の交付
「お母さんは元気」  
　◆とき　１１月１６日（水）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診
「赤ちゃん大好き」  
　◆とき　１月１０日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方
「こんにちは赤ちゃん」　要予約
　◆とき　１２月　６日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　沐浴の練習
「おっぱいで育てたい」
　◆とき　１２月２０日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊婦体操

１１月、１２月の乳幼児健康診査・
相談を次のとおり行います。対象者
には問診票などを送付しますので、
母子手帳を持参し受診してください。
◆受　付　　乳児、１０か月児、１
歳６か月児健康診査、２歳児健康相
談午後１時～１時１５分
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時
　７か月児相談　午前９時40分～午前９時50分

１１月１６日（水）

１１月１７日（木）

１１月２４日（木）

１１月２５日（金）

１２月　１日（木）

１２月　８日（木）

１２月１５日（木）

１２月１６日（金）

１２月２１日（水）
（第３水曜日）

７か月児健康相談（H１７年４月生）

乳児健康診査（H１７年７月生）

２歳児健康相談（H１５年１１月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年４月生）

１０か月児健康診査（H１７年１月生）

３歳児健康診査（H１４年９月生）

乳児健康診査（H１７年８月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年５月生）

７か月児健康相談（H１７年５月生）

すくすく子育て相談　要予約
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。

　     乳児期　　　　　幼児期
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）
   １２月１４日（水）１２月　２日（金）
 午前９時３０分～ 　午前１０時～

歯科保健相談 
　◆とき　１１月１６日（水）、１２
　　月２１日（水）
　◆受付　午後１時～
　　フッ素塗布を同時に行います（料
　　金１，４８０円）。

成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時（スタッフ　生活
　　習慣病予防指導士、栄養士）

法律相談  弁護士による相談。
◆と　き　１２月７日（水）、１２月２１　
日（水）
◆受　付　市役所市民相談係で電話に　
よる予約受付けをしています  1２２・
　３３２１内線３４５、３４６
◆ところ　総合福祉会館
行政相談
◆と　き　１２月１４日（水）、午後１時
　１５分～午後３時
◆受　付　午後１時１５分～２時３０　
分
◆ところ　総合福祉会館
社会保険相談　　要予約
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０　
時～午後３時
◆ところ　市民会館
司法書士による無料法律・登記相談   要予約
◆と　き　１２月２０日（火）、午前　
１０時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
司法書士による多重債務相談　要予約
◆と　き　１１月２８日（月）、１２　
月２６日（月）午前１０時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
　予約など詳しくは、司法書士野口泰嗣
事務所（1２６・３１２３）へ。

心配ごと相談（1２６・００２２）
◆と　き　毎月第１・２・３金曜日、
　午後１時～４時
◆ところ　総合福祉会館で。
＊電話での相談にも応じています
人権相談（1２２・０４９７）
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午後
　４時
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局人
　権相談室
家庭児童相談 （1２２・３３３２）
　０～１８歳までの子どもの相談。
◆と　き　毎週月・火・木、午前８時
　３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
青少年相談（1２２・４５４７）
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時
専門医による心の相談（1２２・４５４７）
◆と　き　毎月第３水曜日、午後１時
　～３時
◆ところ　青少年センター
母子家庭相談 （1２２・３３３２）
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３０　
分～午後５時
◆ところ　洲本市健康福祉館
高齢者相談 （フリーダイヤル０１２０・
３６・７８３０） 
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時３０分
◆ところ　淡路県民局
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成人健康相談 
◆と　き　毎月第２、４水曜日、第
　１、２、４金曜日
◆受　付　午後１時～１時３０分
こころのケア相談  要予約
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。
◆と　き　毎月第２火曜日、奇数月
　第４水曜日、午後１時３０分～
栄養表示基準制度相談　要予約
◆と　き　毎月第１、３月曜日、午
　前１０時～正午
栄養専門相談 　要予約
◆と　き　毎月１・３月曜日、午後
　１時～５時

人間ドック
◆と　き　木・金曜日、受付午前９
　時～
◆ところ　洲本伊月病院
◆受　付　同病院（1２６・０７７
　０）へ。
◆料　金　１４，９９０円
　助成についてなど詳しくは、国保
の人は、市役所市民生活部市民課国
保年金係（1２２・３３２１内線２
５５）、社会保険などその他の人は、
市保健センター（1２２・３３３７）へ。

（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）
TEL.22-3541

▼

▼



平成１７年度　淡路

　洲本市淡路文化史料館で、平成１８年１月２１日から３月２１

日の間、地域文化財展「発掘された御食国‐豊饒の国・淡路」を

開催します。

　この展示会では、展示のほか、古代食体験、文化財ウォーク、

考古学講座、シンポジウムなど、盛りだくさんな事業を展開しま

す。これらの事業に地域の皆さんに「文化財ボランティア」とし

て参加してもらいたいと考えています。

　ボランティア活動を通して、ともに文化財にかかわる楽しさを

共有し、広げ、そして仲間づくりをしてみませんか。

　たくさんの応集をお待ちしています。

◆と　き　１２月１７日（土）、平成１８年１月１４日（土）、

　　　　　１月２１日（土）

◆ところ　淡路文化史料館

◆対　象　文化財に興味があり、地域の文化財ボランティアと　

　　　　しての活動を希望する人

◆定　員　２０人（定員を超えた場合は、抽選を行います）

◆受講料　無料

◆申込期間　１１月１８日（金）～１２月２日（金）

　申込みなど詳しくは、淡路文化史料館（1２４・３３３１）へ。

　１１月１９日（土）、２０日（日）は、関西文

化の日です。この２日間淡路文化史料館でも、入

館料を無料とします。是非この機会に島の歴史と

民俗、美術に親しんでみませんか。

◆とき　１１月１９日（土）、２０日（日）

◆開館時間　午前９時～午後５時（ただし入館は

　　　　　　午後４時３０分まで）

　市文化体育館が開館したため、洲本市民会館ふれあいホール（大ホール）が今年度末で役割を終え閉館し

ます。（１階会議室・展示室は引き続いてご利用できます）。

　市民会館が、市民待望の文化の殿堂･島内初の本格的な文化ホールとして、４０年前の昭和４１年１月５

日に誕生し、以来４０年にわたって成人式や、敬老会、コンサートなど多彩な催しを行ってきました。

　昭和４０年頃の日本は、東京オリンピックが終わった高度経済成長期の入口で、洲本市では、市役所が木

造から鉄筋コンクリートに建て替えられ、上内膳に三洋電機を誘致、宇原に市営球場ができた頃です。

　当時の出来事や、市民会館の催しなどが掲載されている新聞、市の広報紙（写）を防災パネル展にあわせ

て展示します。

　市文化体育館が開館したため、洲本市民会館ふれあいホール（大ホール）が今年度末で役割を終え閉館し

ます。（１階会議室・展示室は引き続いてご利用できます）。

　市民会館が、市民待望の文化の殿堂･島内初の本格的な文化ホールとして、４０年前の昭和４１年１月５

日に誕生し、以来４０年にわたって成人式や、敬老会、コンサートなど多彩な催しを行ってきました。

　昭和４０年頃の日本は、東京オリンピックが終わった高度経済成長期の入口で、洲本市では、市役所が木

造から鉄筋コンクリートに建て替えられ、上内膳に三洋電機を誘致、宇原に市営球場ができた頃です。

　当時の出来事や、市民会館の催しなどが掲載されている新聞、市の広報紙（写）を防災パネル展にあわせ

て展示します。

阪神・淡路大震災　創造的復興１０年の歩み阪神・淡路大震災　創造的復興１０年の歩み

防災パネル展示防災パネル展示
　阪神・淡路大震災１０周年記念・展示コーナーにお越しください。

◆と　き　１２月１日（木）～４日（日）、午前９時～午後５時

◆ところ　市民会館１階展示室

　今年は阪神・淡路大震災から１０周年。あの震災で得た数々の貴重な経験と教訓を次世

代に語り継ぎ、内外に発信すると共に、近い将来発生が懸念される東南海・南海地震に備

えて防災意識の高揚を図るため写真、パネル展と防災ビデオの上映を行います。

　阪神・淡路大震災１０周年記念・展示コーナーにお越しください。

◆と　き　１２月１日（木）～４日（日）、午前９時～午後５時

◆ところ　市民会館１階展示室

　今年は阪神・淡路大震災から１０周年。あの震災で得た数々の貴重な経験と教訓を次世

代に語り継ぎ、内外に発信すると共に、近い将来発生が懸念される東南海・南海地震に備

えて防災意識の高揚を図るため写真、パネル展と防災ビデオの上映を行います。

ベートーヴェン　第九演奏会ベートーヴェン　第九演奏会ベートーヴェン　第九演奏会ベートーヴェン　第九演奏会

▼

市民会館１階の会議室・展示室などは一部を除いて引き続いてご利用できます。市民会館１階の会議室・展示室などは一部を除いて引き続いてご利用できます。

現在、市民会館で
チケットを好評発売中。

◆公演日　１２月４日（日）、午後６時（開場午後５時半）

◆ところ　洲本市民会館ふれあいホール

◆チケット　Ｓ席　３，０００円、Ａ席　２，０００円

　※全席指定・当日５００円増

　詳しくは、洲本市民会館（1２２・１３１５）へ。

◆公演日　１２月４日（日）、午後６時（開場午後５時半）

◆ところ　洲本市民会館ふれあいホール

◆チケット　Ｓ席　３，０００円、Ａ席　２，０００円

　※全席指定・当日５００円増

　詳しくは、洲本市民会館（1２２・１３１５）へ。▼▼


